
ステ ィー ヴンの濡れた魂

ジ ェイ ム ズ ・ジ ョイス 『若 き芸術 家 の 肖像 』

横 内一雄

今や ジョイス研 究の古典 とな った ヒュー ・ケナー(Hugh Kenner)の 『ダブ

リンの ジョイス』(Dublin's Joyce,1956)の 影 響力 と独創性 を評 して、 マイ

ケル ・バ トリック ・ギ レス ピー(Michael Patrick Gillespie)は 次 の ように

述べて いる。「そ こで初 めてケ ナーに よって提 示された読みの多 くはずい ぶん

な じまれ、 また しば しば使 われ るあま り、若い研 究者の中にはその出所 を知 ら

な い者 も しば しば いる。一方、ケ ナーの書物で初めて持ち出 された問題 の中に

は、現在 の ジ ョイス研 究で も激 しい論 争の的 とな って いるものも ある。」1)そ

う したケナーの提示 する読みの 中でも、 ジョイ スの最初の長編小説 『若 き芸術

家の 肖像』(APortrait of the Artist as a Young Man,1916,以 下 『肖像 』 と略

記)を 論 じる中で こ とのついで にさ りげな く示 したある洞察ほ ど、の ちの ジ ョ

イス観 の形 成 に大 きな影響 を与 えた例 は少ない 。それ は、『肖像』第5章 第2

節 で主人公 ステ ィー ヴン ・デ ィーダ ラス(Stephen Dedalus)が ほ とん ど初 め

て 具体 的な創造行為 をす る場面 に触れて、その 冒頭部分"Towards dawn he

awoke, O what sweet music!His soul was all dewy wet"(V.1523)を 「夢精」

(wet dreaﾘ)へ の 言及 と断定 した個所で ある。2)こ の意表 を突 いた指摘 は、

パーナー ド・ベ ンス トック(Bernard Benstock)や リック ・パワーズ(Rick

Bowers)、 そ れ にデ ィヴィヅ ド ・ウ ィア(David Weir)ら の支持 を得 るばか

りか、その影響 は 『肖像』論 に とどま らず、デ イヴィッ ド ・ヘイマ ン(David
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Hayﾘan)の 新 たな 『ユ リシー ズ』(Ulysses,1922)解 釈 を生み出す要因の一

っ にもなっている。その一方で、 ロバー ト ・スコール ズ(Robert Scholes)や

チ ャールズ ・ロスマ ン(Charles Rossman)、 それ に ドン ・ギフォー ド(Don

Gifford)な ど、 ケナーの この解釈を まるで考 慮に入れ ずに 同 じ場面 を論 ずる

研 究者 も少な くないが、彼 らもそれ を積極 的 に論 駁 してい るわけではな い。9)

こ の よ うに、ケナー の指摘 は十分な検証 を受 けない まま、 ジ ョイス研 究界 のさ

まざ まな方面に影響 を与 えて いるように思 われ る。 そこで、本論ではケナーが

最初 に提示 した読み を検証す る とともに、 それ によって浮 き彫 りになる ジョイ

ス批評 の問題点 について も考えて みたい。

1

 『肖像dは スティーヴン ・ディーダラスの少年時代から語 り起こされ、学校、

教会、国家といった環境の中で、彼が性 と宗教 に目覚め、その二つの狭間で揺

れ動 き悩みなが ら、やがて芸術家としての道を選ぶ過程を描いている。彼が芸

術家としての天命を自覚する第4章 末尾のあと、友人や学監を相手に持ち前の

美学論を開陳する第5章 第1節 を受けて、第5章 第2節 は彼がヴィラネル形式

の詩を創作する過程の一部始終を記述する。焦点はもっぱらスティーヴンの内

面に設定され、彼のわずかな動作や感情の変化だけが客観的な記述 として語 ら

れるに過ぎない。殊にこの節の冒頭部分は、スティーヴンの寝覚めと胱惚 とし

た意識を反映して、文彩にいうどられた極めて詩的な文体によって語 られる。

  Towards dawn he awoke.  0 what sweet music! His soul was all 

dewy wet. Over his limbs in sleep pale cool waves of light had passed. 

He lay still, as if his soul lay amid cool waters, conscious of faint sweet 

music. His mind was waking slowly to a tremulous morning knowledge,
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a morning inspiration. A spirit filled him, pure as the purest water, sweet 

as dew, moving as music. But how faintly it was inbreathed, how 

passionlessly as if the seraphim themselves were breathing upon him! 

His soul was waking slowly, fearing to awake wholly. It was that windless 

hour of dawn when madness wakes and strange plants open to the light 

and the moth flies forth silently. 

  An enchantment of the heart! The night had been enchanted. In a 

dream or vision he had known the ecstasy of seraphic life. Was it an 

instant of enchantment only or long hours and days and years and 

ages? (V.1523-37)

 このうちケナーが 『ダブリンのジョイス』で引用するのは、初めの3文 であ

る。彼はここか らスティーヴンの夢精が読み取れることをほんのことのついで

のように指摘 したに過きず、その読みがいかなるテクスト解釈により可能にな

るかについては何も述べていない。ケナーの解釈に支持を表明し、この説を世

に広めることに一役買ったベンス トックも、この点に関しては 「詩想の源泉が

何であるかを知 るのに、読者は夜露に濡れた身体の記述をどれだけ必要とする

だろうか」 と述ぺているに過きない。彼はそれだけの根拠から 「ヴィラネル創

作を語った節の冒頭部分を読んで、スティーヴンが夢精(nocturnal emission)

によって夜明け前に目覚めたことを悟 らないような読者は、この節全体を飛ば

して次の節 に進んだ方がましだ」とまで言う。4)しか し、『肖像』にベンス トヅ

クの言うような 「夜露に濡れた身体」への言及はない。彼は 「夜露に濡れた魂」

を 「夜露に濡れた身体」へ と勝手に読み替えている。こうした読み替えはいか

なる条件 において可能なのか。

まず、上にあげた引用部分が正確に何について語っているのかを確認 してお

く必要がある。第一段落の言わんとすることが曖昧なのは、身体に関わる物理
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的 ・形而下的な次元の出来事 と魂に関わる精神的 ・形而上的な次元の出来事 と

が交互に語 られるか らである。「魂は夜露 にしっとりと濡れていた」というの

は形而上の次元での状態の記述であ り、「眠れ る身体の上を青白く冷たい光の

波がかすめて行 ったのだった」というのは形而下の次元での出来事の記述であ

る。さらに、「彼が横たわっていた」のは物理的な状況であるが、「魂が冷たい

水の中に浸っていた」というのは精神的な状況を述べたものである。このよう

に、この段落から客観的な、つまり物理的な出来事の記述を抜 き出して、ここ

に語 られている事実を再構成すれば、おおよそ次のようになる。明け方近 く

なって、夜明けのかすかな光が部屋を徐々に明るくしていった。彼は横たわっ

たまま、次第に覚醒 して意識を取 り戻していった。しか し、すっかり目覚めて

しまうのが惜 しくて しばらくうとうとした状態のままでいた。こうした客観的

な事実だけを拾い上げれば、そこにスティーヴンの夢精を暗示する材料は全 く

ないといえる。従って、夢精 という考え方が現れるのは、魂に関わる形而上的

な次元の記述からで しかない。

 スティーヴンの魂の状態を記述 した文はいずれも文彩に満ちて、独特の観念

的な世界を構築 している。これは 『肖像』の特に後半部に頻繁に現れる文体で

あるが、それが具体的にどういうことを語ろうとしているのかを理解するのは

容易ではない。まず、「彼の魂は夜露にしっとりと濡れていた」という記述は

何を語ろうとしているのだろうか。文脈から考える限 り、これは覚醒前のス

ティーヴンの心が幸福 に満ちた気分に包まれていたことを述べるのに、明け方

夜露に濡れた植物か何かのさわやかなイメージを借 りたのだと考えられる。幸

福感の隠喩として夜露が使われたと考えていいわけであるが、ケナーやベンス

トックは、ここに語 られた魂の状態が何らかの形で身体の状態を含意している

ものと考えたわけである。確かに、露(dew)を 精液の隠喩とする考え方はあ

りふれた ものであ り、例えばスティーヴンの夢想を記述 した次の個所 におい

ては、露はまさしく女性の愛液の隠喩である。
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Yes, it was her body that he smelt: a wild and languid smell: the tepid 

limbs over which his music had flowed desirously and the secret soft 

linen upon which her flesh distilled odour and a dew. (V.2107-10)

しかし、そうした例か らただちにここの露までをも性的隠喩 と見ることはで き

ない。というのは、ステ ィーヴンの魂を包む幸福感を何かのイメー ジで表現す

るという論理はその先の 「あたかも彼の魂が冷たい水に浸されているかのよう

に」という別の比喩にまで続いているが、この 「冷たい水」(cool waters)を

まで精液と結び付けることには無理があるからである。夜露の比喩は、さらに

次の 「精神が彼を満たした。それは完全に純粋な水のように純粋で、夜露のよ

うに甘 く(sweet as dew)、 音楽のように感動的だった」と言う文に受け継が

れる。意識の覚醒を描写 したこの文の言葉遣いには、もはや文脈上、下半身を

濡らす液体を暗示する余地はない。このように、夜露の比喩を直ちに精液に結

び付ける解釈には無理があるといえる。

次 に考え られるのは、 ステ ィー ヴンの心理状態 の変化 を根拠 に夢精 を導 き出

す とい う方法で あ る。つ ま り、彼が寝覚めの悦 惚 とした意識 の 中で性 的誘 惑者

の詩 を制作 する ことがで きたのは、彼 が目覚 める前 に見てい た夢 がエロチ ック

な もの だったか らで あ り、その ことか ら夢精の事実 を推論で きないか とい うも

の で あ る。ベ ンス トックが 強調 す るの も この点 で、 彼は 上 の引 用部 にあ る

"inspiration"つ ま り霊感をエロチ ックな詩想 ととらえ
、それが不随意の射精 を

引 き起 こした と考 えてい る。彼 によれ ば、一度引いたエ ロチ ックな詩想 が最後

に再 び現れ、それ によってステ ィーヴンがヴィラネルを完遂 させる とい う。彼

は この節の終 わ り近 くの"Aglow of desire kindled again in his soul and fired

and fulfilled all his body"(V.1740―41)と い う文 を引用 し、次の ように言 う。

「不 随 意 の射 精 に よ って 使 い果 た され た精 力が 再 び 濫 って くる。 そ して ス

テ ィー ヴンはエ マの裸体 を想 像す ることによってその機 会を とらえ る。随意の
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意図的な自慰の結果、最初の霊感が再び呼び出される。」5)ベンス トックが 「最

初の霊感」 と呼ぶものの内容、そしてそれによるヴィラネルの完遂を描写した

のが次の一節である。

Her nakedness yielded to him, radiant, warm, odorous and lavishlimbed, 

enfolded him like a shining cloud, enfolded him like water with a liquid 

life: and like a cloud of vapour or like waters circumfluent in space the 

liquid letters of speech, symbols of the element of mystery, flowed 

forth over his brain. (V.1743-48)

ベンス トックが言わんとしているのは次のことである。この引用部分の前半に

描かれたイメージはここで初めて形成されたものではな く、目覚める前に彼の

もとを訪れた霊感 と同一のもの、あるいは少な くともその続きである。そ し

て、このイメージを元にして自慰に耽ることがヴィラネルを書き始める時にも

完成する時にも必要だった。

 しか し、 このベ ンス トックの解釈 には不 審な点 がい くつ かある。 まず、彼 は

先の引用個所(V,1523-37)の"inspiration"を 霊 感 、つま り詩想の到来 の意味

に解 してい るが、 ここか らして正確 さを欠いてい る。 この段落は一貫 して寝覚

め の意識 の覚醒 につ いて 語 って お り、そ の 文脈 に照 ら して考 えれ ば、 この

"inspiration"と い う言葉 は 「魂 を吹 き込 まれ るこ と」 とい うよ り語 源的 な意 味

で使 われている と思われ る。"amorning inspiration"と い うのは 「わなな く

朝の意識」(atremulous morning knowledge)の 同格 に置かれていて、やは

り朝 になって意識 が覚醒する有様 を意味 してい るので ある。それは続 く 「精神

が彼 を満た した 。それは完全 に純粋 な水の ように純 粋で、夜露 の ように甘 く、

音楽 のよ うに感 動的だ った。 しか し、それは何 とかすか に、そ して何 と静か に

吹 き込 まれたこ とか。それはあたかもセ ラピムたち 自身 が彼 に息 を吹 きかけて
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いるかのよ うだ った。彼の魂は 完全 に目覚めるこ とを恐れつ つ も、 ゆっ くりと

覚醒 してい った」 とい う文章 に よってはっ き りと証 明されてい る。『肖像 』 に

お いて"spirit"と い う言葉 は 「精 神」を意味 する とともに、 しば しば語 源的な

意味である 「吹 き込 まれた もの(what is inspired)」 「息吹(breath)」 とい っ

た連想 を伴 って使わ れている。例 えば"He fett...the breath, the poor timid

breath, the poor helpless human spirit, sobbing and sighing, gurgling and

rattling in the throat"(III.354-62)と い う文において、"spirit"は"breath"の

同義語で ある。先の 引用個所 でも、"inspiration"で 表 され ている出来事 は"A

spirit filled him"、"inbreathed"、"breathing"な ど とい うという表現 によっ

て 言い換 え られ てい る。 これ らはいずれ も幸福感 に満 ちた寝覚 めの意識 の覚醒

を意 味 してお り、の ちの ヴィ ラネル の着想 にす ぐさ ま結びつ くもので はな い。

 こ う した こ とか ら、 ヴィラネルの題材が 目覚め前の夢 に由来 する とい う読 み

は成立 しな い ことにな る。そ もそもヴィラネルは、引用個所で語 られて いる よ

うな幸福感 を うた った詩ではな い。寝覚 めの幸福感は詩 とは無 関係 の ものであ

り、詩想 はその幸福感 に満 ちた覚醒 の瞬間の去 ったあ と、その残照 か ら生 まれ

る。"An afterglow deepened within his spirit, whence the white且ame had

passed, deepening to a rose and ardent light"(V.1545-47),こ の 「薔薇色の熱

烈な光」がかつて の恋人E・Cの 「変わった強情な心」("her strange wilful

heart"[V.1547-48])を 象 徴 するものである ことを認識 し、その光 が天 か らセ

ラ ピムの合 唱隊 を呼び寄せ るの を感 じた時、初めてステ ィー ヴンは その熱烈 な

光、 あるいはE・Cの 心に向か って 、彼 自身熱 烈 にうたいかけ るので ある。た

とえこ うした詩 想 が先の寝覚 めの意識の覚醒か ら派生 した もの だ としても、静

かで清澄な雰 囲気 の中で進行 した覚醒 と熱烈で高揚 した詩作の 間には時間的 に

も感情 的にもあ る程度 の開 きが あ る。その上、出来上がった詩 自体、失 われ た

恋へ の語 りかけでは あ って も、 自慰 に由来 した りそれを誘発 す るようなエ ロチ

シズムをたたえ た詩 ではない。 これ らのことを考 え合わせ ると、エ ロチ ックな
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霊感を受けて詩を創作 したとする読みを根拠にして 「濡れた魂」を 「濡れた身

体」と読み替え、そこにスティーヴンの夢精を読み取 ることには、大きな無理

があると結論づけてもよいだろう。

2

前節で示 したように、テクス ト解釈だけからスティーヴンの夢精を導 き出す

ことは不可能である。それにもかかわらずケナーやベンス トックの読みが説得

力を持ち得たとすれば、それは彼らの説がテクス ト解釈 とは別の論理に依って

立っていたからである。そもそも、白紙状態でテクス トを精読 しても夢精の痕

跡が見出せないか らといって、ジョイスがそうした意図を該当個所 に込めな

かったことを直ちに証明するものではない。さまざまな状況を考慮に入れれ

ば、ジョイスの意図をある程度推測することは不可能ではない。いかなる状況

がケナーの説に説得力を与えているのか。いかなる前提が 「濡れた魂」から 「濡

れた身体」への読み替えをあ りえそうなことにしているのか。ここからはス

ティーヴン夢精説を支える論理を検証してい くことにする。

 まず、ケナーが どういう文脈でステ ィーヴン夢精説を持ち出したかを確認 し

てお く必要がある。彼がスティーヴンの夢精について触れている 『ダブリンの

ジョイス』に収め られたr遠 近法による 『肖像』」("The Portrait in

Perspective")と いうエッセイは、その名の通 り 『肖像』の全体を一貫 した観

点から眺め、その均整をとらえようという試みである。中でも彼が手を焼 くの

は、第5章 をどうとらえるかという問題である。小説全体の結論部分となるぺ

き最終章の評価の如何によって、全体における先行章の位置づけまでもが変

わって くるのである。彼の前提にあるのは、各章の終わ りにスティーヴンが何

らかの形で均衡を見出すという認識である。彼の見方によれば、第1章 と第3

章では最終的にスティーヴンが体制側に受け入れられ、そこで落ち着 くことで
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均衡が得 られるのに対 し、第2章 と第4章 ではスティーヴンは体制側に背き、

自分の欲望や欲求に従うことで均衡が得 られる。こうした先行章を受けて、第

5章 においてスティーヴンが獲得する均衡は 「大学生活での並ならぬ統一感」

のうちに見て取 ることができるが、大学生活が一生続くものでない限りその均

衡も当てにならない。従 って、第5章 の結末は客観性を持たないスティーヴン

の言葉によって書かれてお り、そこで得 られた均衡が作者の認めるものかどう

かを曖昧にしている、 というのがケナーの論理である。そこで彼は述ぺる。「こ

れらの部分[先 行章の結末部分]を 、スティーヴンが小説の中で実際に成 し遂

げる唯一の文学的創作が夢精から生 じたという事実[… …]に 結び付けるなら

ば、最後の7ペ ージの 日記形式が作者の公平さという幻想 を取 り払 うがゆえ

に、われわれは 『生命よ、いざ来たれ』という結末部分に結末と均整を感 じる

ことができる位置に立つことになるだろう。」6>つ まり、スティーヴンの創作

活動が夢精から生じたという事実は、彼が詩人として獲得 した均衡が信頼でき

ないものであることを示すものとして、言及されているのである。ケナーは、

いわばスティー ヴンの芸術家としての達成が作者の皮肉に彩 られていないかど

うかという、ウェイン ・ブース(Wayne C, Booth)に よって提起された問題

に対する一つの解答として、夢精の事実を指摘 したのである。7>

以上の議論でケナーが前提 としているのは、夢精という行為がステ ィーヴン

のヴィラネル創作の品位を落とし、そこに向けられた作者の 目が皮肉であるこ

とを暗示 しているということである。ケナーの夢精説は採用 していないが、ロ

スマンも精神主義的な観念に彩 られたヴィラネル創作過程がいかにスティーヴ

ンの自己欺隔に満ちたものであるかを緻密に論じている。現実遊離と現実肯定

の間で揺れ動いていたスティーヴンは、現実の中から新 しいものを生み出す芸

術 に己れの道を見出すが、結局実際の創作においては現実遊離 ・精神主義の傾

向を強くする。ヴィラネル創作 において、彼は理想化されたE・Cへ の憧憬が

身体的条件 に基づいていることを認識しようとしない。彼のヴィラネルは 「美
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学的幻想の下に隠れている身体的現実」を鎮めるための代用物、「象徴的自慰」

に過 ぎない、というのがロスマンの見方である。8)ベ ンス トヅクはこの 「象徴

的 自慰」が現実の自慰を隠 していることを指摘 し、ロスマンの議論をケナーの

夢精説に連結する。9)いずれにせよ、ヴィラネル創作はスティーヴンが信じよ

うとしているように純粋に精神的な営為なのではなく、極めて卑俗な肉欲の解

消行為 と並行関係にあるというのが、 ここでジョイスに意図されたことだとい

うわけである。この論理自体は、 とりわけジョイスについて考える場合、非常

に説得力を持つように思われる。彼が知的な動物である人間がその卑狽な部分

をさらけ出す排泄行為、特に放尿、放厩、射精には異様な関心を持っていたこ

とはよく知 られている。理想化された幻想を覆すために彼が作品内で自慰行為

を持ち出す例も他に見出すことができる。『ユリシーズ』第13挿 話で少女があ

る中年男性 に対 して抱いていたロマンチックな幻想が、当の男性の 自慰行為に

よって直ちに覆 されるのがその代表的なものである。もしもヴィラネル創作の

場面に夢精が隠されているならは、この場面の語 りは 『ユ リシーズ』第13挿

話前半の語 りに酷似することになる。む しろ、夢精のような事実を前提 としな

い限り、その場面が今ひとつしっくりと理解されないかのような印象をさえ与

えると言ってもよいだろう。

上のような論理が説得力を持つ背景には、登場人物が具体的に何を行なって

いるのかが見えにくくなっている場面には、往々にして自慰行為が隠れている

という認識があるように思われる。この認識を生み出した責任の一端はジョイ

ス自身にある。例えば、彼がPダ ブリン市民』(Dubliners,1914)所 収の短編

「邊遁」("An Encounter")の ある一節に何を読み取ってもらいたかったかは、

次の言葉に明らかである。「もっと頭の切れる審間官なら 『濯遁』を弾劾する

で しよう。しかし、あの印刷業者は先にも言ったように教養のないぼん くらで

すから、私があの中で犯 した大罪を見て取ることができないのです。」io)こ こ

でジョイスが念頭に置いているのは、変質者の行為を目撃 した少年の台詞を含
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融次の 一節 で あ ろう。

We remained silent when he had gone. After a silence of a few minutes 

I heard Mahony exclaim: 

—I say! Look what's he's doing! 

  As I neither answered nor raised my eyes Mahony exclaimed again: 

—I say.....He's a queer old josser! 

—In case he asks us for our names , I said, let you be Murphy and I'll be 

Smith. ("An Encounter,"  243-50)11)

例えば、 リチャー ド・ブラウン(Richard Brown)は 、ここでマーニー少年

が見かけた変質者の行為を 「不潔な自慰」と断定しているが、これはジョイス

の書簡 における証言か ら鑑みて妥当なものといえよう。12}こ こには、厳 しい

検閲との戦いの中で、みなまで言わずとも察 してほ しいという読者への願いを

込めて、不分明な語 りの中に変質者の自慰行為を隠 した作者の姿がはっきり見

て取れる。

 こう した明 らか な例 は、彼 の作 品の他の個所 にも似たよ うな暗 示を探 し出す

批 評家にあ る程度 の正当性 を与えて きた。登場 人物 の自慰行為 あるいは露出行

為 が プ ロ ッ トを形 成 す る 主 要 な 要 素 とな る 『フィ ネ ガ ンズ ・ウ ェ イ ク』

(Finnegerns Wake,1939)の 例 は置 くと しても、その他 の作 品における代 表

的な例 をあげ る と、 まず、 ウィ リアム ・ヨー ク ・テ ィンダル(William York

Tindall)がP室 内楽』(Chamber Music,1907)の 第1番 に付けた注解 があ

る。彼は詩人 が爪弾 こうと指 で まさ ぐる 「楽器」(an instrument)を 詩 人 自

身の性器 と読 む。13)そ して 、最 も大 きな反響 を呼んだのが、『ユ リシーズ 』第

3挿 話結末部分 にお けるステ ィー ヴンの行為 を推理 したヘ イマ ンの論文 「岩の

上のステ ィーヴ ン」("Stephen on the Rocks")で あ る。
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 ここでヘイマンはテクス トの緻密な読みによって、これまでスティー ヴンの

放尿を提示 したものと思われていた個所を自慰の記述 と読み替えてみせる。彼

の根拠は主に次の三点である。第一に、スティーヴンはこの時までにそうた く

さんの水分を補給しているようには思えず、また出かける前に用を足 している

方が自然 と考えられること。第二に、彼が岩の上に横たわったあと再び立ち上

がったことを示す記述が見当たらないことから、小便をする姿勢ではないと推

察され ること。第三に、前後でエロチ ックな夢想に耽っていること、である。

さらに、ヘイマンはテクス ト外の論理として、同 じ浜辺で夕刻もう一人の主人

公であるレオポル ド・ブルーム(Leopold Bloom)が やはり自慰に耽 ってい

ることや、作者の性に対する強い関心(ヘ イマンは 『フィネガンズ ・ウェイク』

な らさ しずめ"obsexed"と いうところだと言っている)、そして 『肖像』におい

て 自慰を暗示している疑いのある個所 との照応関係までをも持 ち出す。彼の説

を検証することはこの本論の域を出るから控えるが、それでも水が 「緑がかっ

た金色に」(greengoldenly I3.454])流 れていることの説明を回避 しているあ

た りを見ると、かな り御都合主義的な前提を元に議論を進めている感を拭い去

れない。14)しか し、このヘイマンの解釈はジョイス研究界に大きな影響を与え、

不分明な記述の裏に隠された事実を探る試みの可能性を広 く示 してみせた。彼

の信念は冒頭の一節によく表れている。「『ユ リシーズ』は細部の惑わしで楽 し

ませる書物である。あるいは、言語効果を積み重ねてできたごみの山か ら行為

や事実を掘 り起こす作業をさせることによって読者を魅惑するといってもよ

い。」15>

 こうしたヘイマンらの読みが細部で自慰を灰めかすジョイス像の形成に貢献

したわけだが、問題はもはやジョイスにおける自慰のテーマの意義が確立され

たかどうかではない。むしろ、ジョイスにおける自慰のテーマの意義が確立さ

れる過程で何 とな く受け入れ られていった解釈のあ り方が問われるべきであ

る。ケナーやヘイマンらの深読みは、それぞれ厳密なテクスト解釈の次元では
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かな りの飛躍を含んでお り、結論を前提とした御都合主義的な議論の上に成 り

立っているような印象が強い。さらに、例えばヘイマンは自分の議論を進める

のにケナーの説を補強材料にしているが、一方でケナーの洞察が説得力を持っ

て くるのはヘイマンらの読みによって確立された信念が共有されるからだ、 と

いうことがいえる。つまり、一つ一っの議論は脆弱であるにもかかわ らず、そ

れ らがお互いに支え合 っていつのまにか一つの共通した信念 を形成 してい く過

程が見られるのである。もちろん、それは研究のあ り方としては当然の過程か

もしれない。 しかし、いかなる共通認識も時にフィー ドバックによって検証 し

直されることが必要である。少な くとも、ケナーの洞察力によって提示された

スティーヴン夢精説は、いかにもありそうな読みであるにもかかわらず、厳密

なテクス ト読解によるにしろ、それ以外のさまざまな論理の援用によるに し

ろ、いまだ納得の行 く検証を受けていない。そこで、次節では最後にもう一度

『肖像d第5章 第2節 の読みに戻って、ケナーの夢精説 を擁護する可能性を

探ってみたい。

3

 ヴ ィ ラネル創作 の朝 の場面 にお ける性的暗示 は、結局前節で ステ ィー ヴンが

開陳 した美学論の延長で ある次 の一節 に集約 され る。"0!In the virgin womb

of the imagination the word was made flesh. Gabriel the seraph had come

to the virgin's chamber"(V.1543-45).こ れ は聖霊の息吹が処 女マ リアの母胎

の中でキ リス トとして肉化す る ことを語 ってい る。語 り手は詩の生成を キ リス

トの肉化 に見立 ててい るので あ る。 この比喩 において、スティーヴンは処女 マ

リァであ り、寝覚 めの意識の 覚醒 は天使ガブ リエルの訪 問で ある。そ して、覚

醒 した意識 が次 第に熱を帯び てい って ヴィラネルの生成 に至 る過程 が処女の母

胎 でキ リス トが肉化す る過程 に重ね られ る。 この節の 冒頭 の文彩 に満ちた記述
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も、 この比喩 に集約 するもの と考えれ ばほぼ理解で きるもの とな る。覚 醒 した

意識が ステ ィー ヴンを満 たす瞬間の 出来事 を意 味する 「吸入」(inspiration)

とい う言葉は、聖霊 による処女への 「授精」(insemination)を 暗 示 してお り、

これが この個所 の性 的含 意の 中心 である。それは卑俗 な性交の場合 とは違 って

「かすか」(faintly)で 「静 か」(passionlessly)に な される。これは、芸術作

品の生成 過程 に関す るロマ ンチ ッ クな信念 、つ ま り真 の芸術 は人知 を超 えた

「霊感」(inspiration)に よ って生 まれ る という信念 を極端化 し、その裏 に隠さ

れた性 的含意 をわざ と表面 化 させ た一種 のパ ロデ ィーで あ る。

 この間、ステ ィー ヴンは 自分 の子宮 を有 した両性具有 者であ り、女性 として

性 交の'胱惚 を味わってい る。16)そ れ は、先 に引いた引用部分(V.1523-37)の

第 二段落 に見て取れ る。 ここで注意 したい のは、その 中の 「夢 あるいは幻影の

中で彼 はセ ラピムの生活のh5'c惚を 知 ったのだ った」(In a dream or vision he

had known the ecstasy of seraphic life)と い う一 文で ある。これは、普通

に読 めは 、彼が夢の 中で 天使 の間に混 じって生活をす るこ との至高の幸福 を経

験 した、 とい うこ とにな るだ ろう。 しか し、「悦惚 」(ecstasy)と い う言葉 が

喚起す るのは天使 たち との清 らかな生活 の心地 よさで はな く、性 的な悦楽以外

の何物で もない。そ して 、その悦 楽 を知 ったの も、 目覚 める前の夢 の 中では な

く、現実の経験 ではないか と推察 され るに違いない 。その ことを裏付 けるよ う

に思われ るのは第3章 末尾の次の一節 である。"In a dream he fell asleep. In

adream he rose and saw that it was morning. In a waking dream he went

through the quiet morning towards the college"(III―1563-65).こ こ に語 られ

てい るのは、夢の中で また もう一度寝 た り起 きた りす るとい う二重構造 の夢で

は な く、 白昼夢 の ような夢 見心地の 状態で の現実 の経験 で ある。 とす るな ら

は、問題の 文章 も、 まだ完全 に覚 めない夢見心地の状態 で現実 に経験 した胱惚

について語 って いるとは考 えられないだ ろうか。過 去完 了の時制 が暗示す るの

は、 目覚 める前の夢の 内容 を思い出 してい る とい うことで はな く、寝 覚めの意
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識が覚醒 してい く間の至福の気分を今一度反鋼 していることを示 しているので

はないだろうか。けだし"seraphic life"という表現も、寝覚めの意識が覚醒 し

ている最中にセラピムが訪問 して来たという記述 と結びつけて考えれは、彼 ら

によって吹 き込まれた生命の息吹のことを語っていると理解するのが自然であ

ろう。つま り、スティーヴンはセラピムによる 「授精」の瞬問を、つまり象徴

的な次元における性交の瞬間を、現実の 「悦惚」の瞬間として体験 しているの

である。

さて、象徴的な次元での 「授精」(insemination)の 瞬間が現実的な次元での

「覚醒」(inspiration)に 重なることを考えれは、スティーヴンがなぜ夜明け前

に目覚めたか、ほぼ 自明になるように思われる。現実的な次元では彼は両性具

有者でもなければ女性でもない。象徴的な次元における処女のままの性交か ら

得 られる悦楽に対応するのは、現実的な次元では独 りで行う射精による快楽の

他には考えられない。ここに、スティーヴンの濡れた魂を夢精への言及 と解釈

するのに必要なコー ドがテ クス ト内か ら与えられたことになる。

それでは、 もう一度 「彼の魂は夜露 に しっと り濡 れていた」(His soul was

all dewy wet)と い う文 を眺めてみ よう。「彼の魂」 と文字 どお りに読 め る字

句 を直 ちに 「彼 の身体」 と読みか えることはやは り不可能であ る。従 って、「魂

が濡 れ る」 とい う文 彩その もの を問題 に して みたい。「魂 が濡れ る」 のは、 い

うまで もな く誰 かが 「魂 を濡 らす」か らであ る。 ここで 「誰 か」 とい うのは も

ちろんその魂の持 ち主で あるステ ィー ヴンの こ とを指 すわけだ が、彼 が 「魂 を

濡 らす」 というのは どうい う行為 を暗示 しうるのだ ろうか。 この表現 に対 応す

る英語 として、仮にto wet the soulと い う成句 を想定する ことがで きるだろ

う。 この成句は たち まち 『肖像 』第1章 冒頭 にあ る次の有名な一文 を連想 させ

る。"When you wet the bed first it is warm then it gets cold"(1.13).こ こ に

使 われて いるto wet the bedと い う表現は、字義通 りには 「寝 具を濡 らす」 と

い うこ とで あ るが、現 実的 に は英語 の 中に実在 す る成 句 と して 「寝 小便 をす
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る」 とい う意味 を表 す。 すなわち、睡眠 中で理性 のコ ン トロー ルの利かない状

態の時 に、不随意 に排尿す る ことによって寝 具を不潔な液体 で汚 す、 とい うこ

とであ る。 この例 に倣 って 「魂 を濡 らす」(to wet the soul)と い う表現を解

釈 すれ ば、睡眠 中で理性 のコ ン トmル の利 かない状態の 時に、不随意のあ る

行為 によって魂 を不潔 な液体 で汚 す、 すなわち射精 す る とい うことが暗示 され

るだ ろう。も し、 第5章 第2節 でステ ィー ヴ ンの魂 が濡 れ た状態 を描写 す る

"
wet"と い う言葉 に、第1章 冒頭 に見 られ るto wet the bedと い う表現が響い

て いる とす るな らば、"His soul was all dewy wet"と い う文 に睡 眠中の排尿

な らぬ射精 が暗示されてい る と考 えるの も、 それ ほ ど不 自然な連想 ではな い。

 以上、ケナーの提案したスティーヴン夢精説を擁護するための読みを試みて

みた。Q肖 像dで 主人公スティーヴンが本当の芸術家になる唯一の瞬間を描い

たヴィラネル創作の朝の場面で、実はステ ィーヴンは夢精の後味を畷っていた

という読みは、非常にありそうなことと思われながらきちんと論証されずに普

及 してきた。そこで本論では、そうした読みを今一度疑い、いかなる条件がそ

うした読みを成立させているのかを検証し、その上でもう一度そうした読みの

可能性を探ってみたのである。最終的に到達した夢精説擁護がケナーやベンス

トックの議論以上に先入観から逃れられているとは思わない。しか し、不分明

なテクス トには何かいわ く付きの事実が隠されているはずだという信念をどこ

かで前提にして読みを構築 して しまうのは、ジョイシアンとしての宿命かもし

れない。
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